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前売券は 11月 1日 (水 )より発売致します。

◆WEBで指定席が購入できます◆

◆京都観世会館へは

JR京醐 から一
市バス国 で「岡崎公園美術館・平安神官前」下車

徒歩約3分        (乗 車時間約30分 )
市バス回国[20□で「東山仁王門」下車

徒歩約5分        (乗 車時間約30分 )
地下鉄鳥丸線「鳥丸御池駅」にて東西線に乗り換え

「東山駅」下車 (乗車時間約20分 )

嘘 京都河原町駅から一
市バス匿コ囮□□互コロ互コで「東山仁王門」下車

徒歩約5分        (乗 車時間約15分 )
取 三級 から一
市バス|[□で「岡崎公園美術館・平安神宮前」下車

徒歩約3分        (乗 草時間約7分 )
地下鉄東西線で「東山駅」下車 (乗車時間約 1分 )
JR二矧 から一
地下鉄東西線で「東山駅」下車 (乗車時間約8分 )

山科・醐 方面から一
地下鉄東西線で「東山駅」下車 (乗車時間約 9～ 17分 )

肝 鉄東西線「東山駅」から一
①番出日から徒歩約5分

計
新郷齢

京
憲

メ
Л
ヽ
―

二条通

9
仁王門通

? 脚
□帥疎一

|ロ
東
大
路
通

山

条

東

三

□ 出口

神
宮
道

京都観世会館案内図

東隣に有料駐車場 (約 20台)が ございます。
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京
都
観
世
会
十
二
月
例
会

小
督
局
宮

本

茂

樹

侍
女
寺

澤

拓

海

源
仲
国
吉

田

篤

史

小
　
督

間

悪
　
坊

勅
使
小

林

　

努

　

以
「一
井

林

久

登

里
女
井

口
≡
」
山
〕

曽

和

鼓

堂

“
斉

藤

　

敦

（後
見
）

（
一
時
前
）

神
“

ｉｒ
・
＋
り

主
ヨ

」ヨ
一

龍

田
姫

・Ｉ

未
「

＝
Ｈ‐

）１

龍
　
田移
神

楽

間

（能

）

旅
僧

福

王

知

登

　

ヽ 人
増

贈

´

坂

詠

ヽ
一巾

従

僧

中

村

宣

成

　

′―

十
”

本

　

■

Ｆ

伍

′
得

里
人
網

谷

正

美

（三
時
前

）

（能
）

市
古

浪

咲

紀

章
味

方

　

遥

酒呑肺阿
味
方
　
玄

大

江

山

一
　

　

源
頼
光
宝

生

欣

哉

附

祝

一［

（終
了
予
定
　
四
時
過
）

―

‐
休
憩
　
―
分

―

‐

―

―

休
憩
十
五
分

―

小 渡宝御

林 貫生厨

克多 尚誠

都 聞哉吾

玉和

布

賞刈 仕
舞

塚 樹

本 下

和 千

雄 誓

地
言i

大杉橋河
江浦本せ
泰豊忠渠
正彦樹郎

棒
之
型

独
武
者

立
衆

立
衆
立
衆

間

育ヒ（狂
言
）

恵
坊
茂
山
あ
き
ら

出
家
茂
山
千
之
丞

亭
主
丸
石
や
す
し

強
力
茂

山

逸

平

女
山

下

守

之
人
鼓
河
村
凛
太
郎

小
鼓
吉

阪

一
郎

太
鼓
前

川

光

長

笛
竹

市

　

学

食

前

川

光

範

綺
杉
　
信
人
朗

林
　
宗

一
郎

大
江
又
三
郎

（後
見

）

（後
見

）

後
　
見

・
地
　
謡

井 橋

田梅 大

「
本ユ~l●
:

↑曾「Tr

久 郎

地
詰

田江

嘉 泰

（地
謡
）

大

江

信

行

片
山
九
郎
有
術
門

谷
　
弘
之
助

河

村

和

晃

深

野

貴

彦

田
茂
井
廣
道

（地
話

）

茂
井
贋
道

i可

本寸
1告

太

（後
見
）増

田

浩

紀

浦松 河 人

部野村江

幸 浩和 広

裕行 貴祐

河浦越 |IF

村 田賀浪

晴 保隆壽

久親之晃

宏 正 郎

味分片橋

方林 山本

道伸 光

国治吾 史

古青浦河

橋 本 田村

正道保博

邦喜 浩重

【お
知
ら
せ
】

今
後
の
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
当
日
券
販
売
の
有
無
や
催
し
物
の
内
容
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「字
幕
解
説
サ
ー
ビ
ス
」
専
用
端
末
は
千
円

（税
込
）
に
て
貸
出
い
た
し
ま
す
。

解
　
説

小
　
督
平
家
全
盛

の
頃
。
高
倉
帝

の

寵
愛
す
る
小
督
局
は
、
中
官

・

徳
子

（平
清
盛
の
娘
）
を
憚
り
、

官
中
よ
り
姿
を
消

し
て
し
ま

う
。
高
倉
帝

は
嘆
き
悲
し
む
。

小
督
が
嵯
峨
野
に
隠
れ
住
む
と

い
う
噂
を
開

い
た
帝
は
、
源
仲

回
に
小
督
を
投
す
よ
う
命

じ

る
。
小
督
は
琴
の
上
手
、
仲
国

は
笛
の
上
手
で
、
以
前
に
宮
中

で
共
に
演
奏
を
し
た
こ
と
が
あ

る
３
今
Ｈ
は
仲
秋
名
月
、
き

っ

と
小
督
は
琴
を
弾
く

で
あ

ろ

う
、
そ
の
琴
の
■
を
頼
り
に
捜

そ
う
と

い
う
の
だ
〓
帝
よ
り
馬

を
賜
り
、
帝

の
文
を
携
え

て
、

仲
国
は
嵯
峨
野

へ
急
ぐ
．
（中
入
〉

一
方
の
小
督
局
は
、
片
折
り

戸
の
粗
末
な
庵
に
、
侍
女
と
共

に
ひ
っ
そ
り
と
隠
れ
住
ん
で
い

る
。
帝
を
想

い
、
琴
を
掻
き
な

す
。
仲
国
は
馬
を
駈
け
寄
せ
琴

の
音
を
聞
き

つ
け
、
小
督

の
隠

れ
家
に
至
る
。
は
じ
め
は
Ｉ
否

さ
れ
る
が
、
や
が
て
小
督
は
仲

国
を
庵
に
招
じ
人
れ
る
。
帝
の

文
を
受
け
取
る
と
小
督
は
あ
ま

り
の
か
た
じ
け
な
さ
に
落
涙
す

る
。
小
督
の
返
書
を
預
り
、
別

れ
の
宴
の
あ
と
、
仲
国
は
帝
の

も
と
に
急
ぐ
の
だ

っ
た
。

音冒た
初
冬

余
州
に

ねめつ一ての内が閉もても今と渡 も
づ神ほ見はいらみ
る巫 しえ薄うばぢ
淳はぃぬ氷不|]錦乱
氷 ′′と様が歌中れ
渡青L言 千張■やて
ら田ぅかっtl絶な
ば川がのてヽえが
そ紅 で`立/“ なる
れ葉ま許つ |三 むめ
もをたし波

Vヤ′
り

るをれ神 へ りの明えにをのに隆中

田
　
移
神
楽

の龍
国田
へ′t,、経の
とえをタ
急に納ネ
ぐかめれ
'かる時
肯目り方た 

｀

日
｀
の六

川河僧十

ほ
と
り
に
着
き
、
川
を
渡
っ

明
神

へ
参
ろ
う
と
す
る
と
、

人
の
神
巫
に

「そ
の
川
を
渡

て
は
い
け
な
い
」
と
呼
び
止

ら
れ
る
．．
僧
が
そ
の
訳
を
尋

る
と
、
神
工
は

″龍

田
川

散

っ
た
紅
葉
が
や
は
り
錦

よ
う
で
あ
る
の
で
、
そ
れ

心
な
く
渡
る
の
は
あ
ま
り

分
別
の
な

い
こ
と
だ
と
答

る
．
や
が
て
神
“
は
僧
を

神

へ
案
内
し
、
宮
め
ぐ
り

う
ち
に

「龍
Ш
姫
は
我
な

」
と
明
か
し
て
社
壇

の
中

消
え
て
い
っ
た
ｃ

〈中
入
〉

僧
が
通
夜
を
し
て
い
る
と
、

一般
よ
り
龍
田
姫
の
神
が
現

、
世
界
の
始
め
よ
り
御
代

守
る
大
の
御
オ
を
守
護
す

瀧
祭
の
御
神
と
は
、
当
社

大
江
山
　
替
之
型

丹
波
国
大
江
山
の
鬼
神
を

退
治
せ
よ
と

い
う
勅
命
を
受

け
た
源
頼
光
の

一
行
は
山
伏

に
変
装
し
て
都
を
出
立
す
る
。

大
江
山
に
着
き
、
鬼
に
捕
わ

れ
て
い
た
都
の
女
の
手
引
き

で
酒
呑
童
子
の
住
家

へ
、
道

に
迷

っ
た
態
で

´
夜
の
宿
を

乞
う
ｔ
市
子
は

一
行
を
迎
え

る
が
、
重
代
の
住
家
で
あ

っ

た
比
叡
山
を
追
わ
れ
、
こ
こ

に
隠
れ
住
ん
で
い
る
の
を
山

伏
達
に
見
現
さ
れ
た
事
を
嘆

き
、
他
言
し
て
く
れ
る
な
と

頼
む
ｃ
そ
し
て
酒
宴
を
開
き

山
伏
達
を
歓
待
す
る
う
ち
に

酔
い
伏
し
て
し
ま
う
ズ
中
入
）

夜
が
更
け
る
の
を
待

っ
て

頼
光

一
行
が
市
子
の
寝
所

へ

討
入
る
と
、
■
子
は
身

の
丈

二
丈
ば
か
り
の
鬼
神
の
姿
を

現
す
が
、
戦
い
の
末
、
鬼
神
の

首
を
打
ち
落
と
し
、
　

行
は
都

へ
帰
っ
て
行
く
．

のや
歌絶
をえ
引な
きむ

薄と
氷い
のう
中家

の
こ
と
を
中
す
の
だ
と
語
り
、

龍
円
の
紅
業
の
景
色
を
愛
で
、

夜
神
楽
を
奏
し
、
次
第
に
夜

が
明
け
て
ゆ
く
と
、
国
土
の

安
穏
を
守

っ
て
昇
大
す
る
の

だ

つ
た
，

お
客
様

へ
お
願

い

◆
都
合
に
よ
り
出
演
者
に
変
更
が
あ
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
許
可
な
き
写
真
撮
影
・録
音
・録
画
は
お
断
り
い
た

し
ま
す
．^

◆
上
演
中
は
、携
帯
電
話
な
ど
音
や
光
を
発
す
る
機

器
の
電
源
は
お
切
り
く
だ
さ
い
。

◆
見
所
（客
席
）で
の
ご
飲
食
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◆
束
隣
に
有
料
駐
車
場
が
ご
ざ
い
ま
す
。
満
車
の
際

は
岡
崎
公
園
市
営
地
下
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ

い
。

【表
紙
写
真
】

《大
江
山
》
青

木

道

喜

金
の
星
渡
辺
写
真
場
撮
影

因
Ш
目

京
都
観
世
会
一
月
例
会

令
和
６
年
１
月
‐４
日
（日
）

午
前
１１
時
開
演

（能
）

公羽
　
　
　
観
世

清
和

（能
）

竹

生

島

　

大

江

泰

正

（狂
言
）
什
」一渡
姉狐
　
　
茂
山
Ｌ
■
三

（能
）

酒
いｒ氏
仕
い辛奮
　
浦
」――
　
保
浩

（能
）

野
　
守

　

橋
本

忠
樹


